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本書は 7 章から構成されている。1 章では、これまでの文法意識の変遷を概観し、現行
の問題点を洗い出したうえで、教育文法の理念について述べている。2～4 章では、その問
題点を「教材」「学習者」「教師」の 3 つの側面から調査・分析している。5～7 章では、「ハ
ズダ」の具体的な文法記述を行い、著者の教育文法の理念の具現化を行っている。また、









教育における文法観から 2010 年前後の研究成果までを対象に、丁寧に分析している。 
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2.2 「教材」「教師」「学習者」の 3 つの側面からの分析 
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関係）」「4. 表現のバリエーション」「5. 書く練習のために」「6. 教室活動のためのヒント」
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